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1. 2019年7月期第2四半期の業績（2018年8月1日～2019年1月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年7月期第2四半期 17,843 8.1 359 △59.7 340 △60.2 53 △90.2

2018年7月期第2四半期 16,509 18.5 891 51.0 855 47.8 547 30.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2019年7月期第2四半期 4.63 ―

2018年7月期第2四半期 47.21 ―

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2019年7月期第2四半期 17,366 6,909 39.8

2018年7月期 18,789 6,902 36.7

（参考）自己資本 2019年7月期第2四半期 6,909百万円 2018年7月期 6,902百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年7月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00

2019年7月期 ― 4.00

2019年7月期（予想） ― 4.00 8.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2019年 7月期の業績予想（2018年 8月 1日～2019年 7月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,864 5.6 678 △59.7 608 △62.3 △356 △153.8 △30.73

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

業績予想の修正については、本日（2019年３月８日）公表いたしました「特別損失の計上及び第２四半期累計期間の業績予想と実績の差異並びに通期業績予
想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年7月期2Q 11,622,300 株 2018年7月期 11,622,300 株

② 期末自己株式数 2019年7月期2Q 34,738 株 2018年7月期 34,700 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年7月期2Q 11,587,570 株 2018年7月期2Q 11,587,600 株

（注）当社は、株式給付信託(BBT)を導入しており、純資産の部において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期
純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではなく、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご
利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ
い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善により、緩やかな回復基調が続

いておりましたが、海外経済においては米国を中心とした保護主義的な通商政策が及ぼす影響等から、先行き不透

明な状況で推移いたしました。 

外食事業におきましては、人件費・原材料・輸送費の高騰等を背景に経営環境は引き続き厳しい環境にありま

す。天候不順や自然災害など一過性要因を除いても、業界全体感としてやや力強さに欠ける状況が続いておりま

す。 

当社におきましては、人件費等のコスト高を背景とした28年ぶりの価格改定を2017年10月に実施したこと等から

客数が減少し店舗の収益力が低下するという結果となりました。また、出店時の売上高計画に対して未達で推移す

る店舗が多く発生するとともに、既存店の近隣に追加出店した店舗での自社競合が発生し、既存店売上高が前年を

下回り推移しました。 

このような状況の中、当社では、さらなる新規出店よりも既存店の売上強化が最重要課題であると認識し、既に

出店予定である店舗を除き、新たな出店を取りやめることとし、既存店の売上を強化するため顧客価値の向上と人

財基盤の強化を重点課題として取り組むとともに、収益基盤の強化に取り組んで参りました。 

なお、当第２四半期累計期間は関東圏及び東海圏を中心に17店舗の新規出店を行い、当第２四半期会計期間末日

における「鳥貴族」の店舗数は678店舗（前事業年度末比13店舗純増）となりました。当社の直営店につきまして

は、当第２四半期累計期間は13店舗の新規出店を行い、当第２四半期会計期間末日においては434店舗（同11店舗

純増）となりました。一方、当事業年度において、21店舗の不採算店・自社競合店の退店を計画しております。 

以上の結果、当第２四半期累計期間は、既存店売上高は前年同期比92.1％と厳しい状況が続いておりますが、前

期に出店した店舗の売上が通年で寄与したこと等により売上高は17,843,347千円(前年同期比8.1％増）、売上総利

益は12,556,664千円（同10.1％増）、販売費及び一般管理費は12,197,654千円（同16.0％増）となり、売上が低調

に推移したことが影響し、営業利益は359,010千円（同59.7％減）、経常利益は340,369千円（同60.2％減）となり

ました。また、撤退予定店舗の資産の減損損失を175,669千円計上したことにより、四半期純利益は53,602千円

（同90.2％減）となりました。

なお、当社は飲食事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期会計期間末の総資産は17,366,244千円となり、前事業年度末と比較して1,423,083千円の減少とな

りました。これは主に、新規出店した店舗設備の支払い及び法人税等の納付等により現金及び預金が減少したこと

等によるものであります。 

当第２四半期会計期間末の負債は10,456,416千円となり、前事業年度末と比較して1,430,110千円の減少となり

ました。

当第２四半期会計期間末の純資産は6,909,828千円となり、前事業年度末と比較して7,026千円の増加となりまし

た。これは利益剰余金が、四半期純利益の計上により増加した一方、配当金の支払いにより減少したこと等による

ものであり、自己資本比率は39.8％（前事業年度末は36.7％）となりました。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2019年７月期の通期業績予想につきましては、上期の業績動向を鑑みた結果、売上高及び各段階利益が前回予想

を下回る見込みであることや、不採算店舗の固定資産について追加の減損損失の計上を見込むことから、2019年７

月期の通期業績予想を修正いたしました。

詳細については、本日（2019年３月８日）公表いたしました「特別損失の計上及び第２四半期累計期間の業績予

想と実績の差異並びに通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

また、当社は、2017年９月20日に公表した中期経営計画「うぬぼれチャレンジ1000」（2018年７月期～2021年７

月期）を取り下げることを決議しました。収益性改善のため中期経営目標として掲げておりました「営業利益率

８％」については、引き続き経営目標として取り組むこととしており、当該目標達成のための方針として（1）

「鳥貴族」店舗網の再構築、（2）「鳥貴族」ブランドの再構築、（3）コスト管理体制の再構築の３つの事項を掲

げ、実施・検討しております。 

詳細については、本日（2019年３月８日）公表いたしました「中期経営計画の取り下げに関するお知らせ」をご

参照ください。 
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2018年７月31日) 
当第２四半期会計期間 
(2019年１月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,385,149 3,209,913 

売掛金 309,343 310,214 

商品及び製品 138,940 130,364 

原材料及び貯蔵品 25,971 28,076 

その他 848,823 777,739 

流動資産合計 5,708,229 4,456,308 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 8,536,673 8,554,002 

その他（純額） 1,881,115 1,710,966 

有形固定資産合計 10,417,789 10,264,968 

無形固定資産 79,715 81,408 

投資その他の資産    

差入保証金 1,773,849 1,737,428 

その他 810,290 826,129 

貸倒引当金 △546 - 

投資その他の資産合計 2,583,593 2,563,558 

固定資産合計 13,081,098 12,909,936 

資産合計 18,789,328 17,366,244 

負債の部    

流動負債    

買掛金 1,067,508 1,035,510 

1年内返済予定の長期借入金 992,962 879,284 

未払金 1,557,111 1,459,896 

未払法人税等 573,625 246,583 

賞与引当金 296,683 321,266 

株主優待引当金 26,497 29,836 

その他 2,978,701 2,119,526 

流動負債合計 7,493,089 6,091,903 

固定負債    

長期借入金 1,926,439 2,087,966 

退職給付引当金 74,424 82,959 

役員株式給付引当金 10,662 10,662 

資産除去債務 1,147,724 1,128,459 

その他 1,234,185 1,054,465 

固定負債合計 4,393,437 4,364,512 

負債合計 11,886,526 10,456,416 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,491,829 1,491,829 

資本剰余金 1,481,829 1,481,829 

利益剰余金 4,018,947 4,026,060 

自己株式 △89,804 △89,891 

株主資本合計 6,902,801 6,909,828 

純資産合計 6,902,801 6,909,828 

負債純資産合計 18,789,328 17,366,244 

 

- 3 -

株式会社鳥貴族(3193)2019年７月期第２四半期決算短信(非連結)



（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 2017年８月１日 
 至 2018年１月31日) 

当第２四半期累計期間 
(自 2018年８月１日 

 至 2019年１月31日) 

売上高 16,509,176 17,843,347 

売上原価 5,101,358 5,286,683 

売上総利益 11,407,818 12,556,664 

販売費及び一般管理費 10,516,784 12,197,654 

営業利益 891,033 359,010 

営業外収益    

受取利息 119 96 

受取補償金 1,596 5,149 

補助金収入 - 3,842 

保険解約返戻金 2,385 3,282 

受取保険金 589 5,817 

その他 4,689 4,020 

営業外収益合計 9,380 22,208 

営業外費用    

支払利息 29,294 34,312 

支払手数料 6,233 1,186 

たな卸資産廃棄損 7,203 - 

その他 2,584 5,351 

営業外費用合計 45,315 40,849 

経常利益 855,098 340,369 

特別利益    

固定資産売却益 14,476 - 

特別利益合計 14,476 - 

特別損失    

固定資産除却損 437 3,351 

減損損失 - 175,669 

その他 45 - 

特別損失合計 482 179,021 

税引前四半期純利益 869,092 161,347 

法人税、住民税及び事業税 343,722 144,241 

法人税等調整額 △21,719 △36,496 

法人税等合計 322,003 107,745 

四半期純利益 547,089 53,602 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

 

 

 

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間（自 2017年８月１日 至 2018年１月31日）

当社は、飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間（自 2018年８月１日 至 2019年１月31日）

当社は、飲食事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

- 5 -

株式会社鳥貴族(3193)2019年７月期第２四半期決算短信(非連結)


